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平成27年度 第2回「誠愛院内勉強会」

「那珂川病院での足病（フットケア）診療について」

社会医療法人喜悦会 那珂川病院 血管外科

長尾病院 / 福岡赤十字病院 非常勤医師

NPO法人 足もと健康サポートねっと 代表

竹内 一馬

Kazuma Takeuchi

医療でのフットケアってなに？？？

「フットケア」の定義付け（日本フットケア学会より）

「足におこる病変の原因を追究し、治療を行い、
再発を防ぎ、足病変から全身をみることにある」

ネールアートやマッサージの一種？？？ではありません！

スキンケアはだいぶ一般的に知られるようになっていますが、
フットケアはまだまだ認知されていない
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『30秒間に1人の足が失われている』
Kazuma Takeuchi

神経障害やさまざまな程度の末梢血流障害を合
併している糖尿病患者の下肢に生じる感染症、
潰瘍、深部組織の破壊性病変

糖尿病足病変

WHO定義
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＜医療現場での現実＞

救肢不能

重症下肢虚血（CLI）
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Kazuma Takeuchi
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足の病気は万病のもと

建物も基礎がしっかりしていないと・・・

足元からの健康は全身の健康維持の基本です

大事な家が崩れ そして倒壊・・・

Kazuma Takeuchi
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特に基礎疾患を持った方や高齢者が歩けないと・・・

• 免疫力の低下
• 筋力の低下
• 骨密度の低下
• 糖尿病の罹患
• 糖尿病の方は血糖値の悪化
• 肥満傾向
• 家に籠もりがちになる
• 閉塞性動脈硬化症の方は側副血行路の欠如
• 下肢のむくみが悪化

などが起こり このような状態となってしまいます

→ 肺炎などの感染症にかかりやすい
→ 転倒しやすくなる
→ 骨折しやすくなる
→ 
→ 動脈硬化の進行
→ 
→ 精神的不安定、認知症の出現

→ 切断率の上昇
→ 静脈機能の低下

Kazuma Takeuchi
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足病変を早期発見・早期治療

長寿社会において豊かで健康な長生きを目指して

足元から健康に！！

自分の足の健康を守る
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足病変が起こりやすい代表的疾患

• 糖尿病
• 閉塞性動脈硬化症

• 血液透析患者
• 関節リウマチ、膠原病、その他の類似疾患
• その他

病院では、どのような方がフットケアの対象になるのか？

Kazuma Takeuchi

第2回「誠愛院内勉強会」2015.5.26

足・下肢病変の危険因子

• 長期にわたる糖尿病歴
• 高齢
• 男性
• 末梢血流障害

• 血液透析（腎機能障害）
• 末梢神経障害
• 足・爪変形
• 胼胝・鶏眼
• 不適切な履き物
• 足病変既往歴
• その他

Kazuma Takeuchi
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1）足の病気いろいろ

2）病院での足病（フットケア）診療について

3）啓発活動のお話（NPO法人足もと健康サポートねっと）

＜本日の内容＞

Kazuma Takeuchi
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1）足の病気いろいろ

2）病院での足病（フットケア）診療について

3）啓発活動のお話（NPO法人足もと健康サポートねっと）

＜本日の内容＞
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足の病気あれこれ

下肢静脈瘤
（うっ滞性潰瘍）

巻き爪・陥入爪

白癬
（爪白癬・足白癬）

外反母趾

たこ（胼胝）

ウオノメ（鶏眼）

足趾変形
（ハンマートゥ）

リンパ浮腫

浮腫（腎臓・心臓）

扁平足・開張足

冷え性

閉塞性動脈硬化症 外傷
（靴擦れ・低温熱傷など）糖尿病性壊疽

血栓性静脈炎

深部静脈血栓症

蜂窩織炎

爪周囲炎

Kazuma Takeuchi
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足の血流障害の病気と糖尿病性壊疽

閉塞性動脈硬化症糖尿病性壊疽

ブルートゥー症候群

（コレステロール塞栓症）

長尾病院嘉数Ns資料提供

Kazuma Takeuchi
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•普段使用している履物の観察する

•足全体および足趾の変形があるかどうか

•左右下肢の皮膚温の観察

•左右足背・後脛骨・膝窩・大腿動脈の触診

•下肢血流障害時には、皮膚は萎縮、蒼白、光沢、脱毛

•足関節、趾関節の可動制限の有無

•静脈瘤やうっ滞性皮膚炎がないかどうか？
皮膚の色素沈着も確認しておく

•胼胝、鶏眼、ほくろなどがあるかどうか？

•深爪（習慣があるかどうかの確認が必要）
陥入爪、巻き爪、爪の色や肥厚の程度も確認しておく

足（脚）を見る（診る）ポイントは？

今日の最重要！

静脈瘤は必ず立位で確認
寝た状態では判らない！

Kazuma Takeuchi
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＜短所＞ 1）保険診療が利かない（自由診療 約13,000〜15,000円くらいが相場）

2）3ヶ月位毎の交換が必要・治療に時間を要する

3）ライセンスがないと施行できない
（現在福岡県内は10施設（市内は3-4施設程度））

＜長所＞ 1）出血を伴う手術を必要としない（麻酔不要）

2）痛みを伴わない（自分の爪は保たれる）

3）頻回な通院が要らない

4）術後安静が要らない

現在のところ1趾につき
ワイヤー装着時 11,000円（税込み）
で施行しています

VHO で検索するとHPが見つかります

VHO（ブイエイチオー）法

Virtuose ：熟練した
Humane ：人間的・痛みが少ない
Orthonyxie：まっすぐな正しい爪

私はいちばん推奨
多用しています

細かい作業を要求される
不器用なDr.には不向き
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初診 4ヶ月後

9ヶ月後

12ヶ月後

60歳代 女性

閉塞性動脈硬化症(-)
糖尿病 (+：インスリン療法)

【代表的な症例】

Kazuma Takeuchi
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再発予防

1：深爪をしない習慣をつける←カットの工夫
2：ハイヒールなどの先が詰まった靴を避ける←履いてはいけないわけではない
3：足を清潔に保つ
4：爪白癬などを合併しているときは、同時に治療を行う
5：なるべく自分で処置（含 爪切り）をしない（特に高齢者）

原因
•爪の形状（遺伝的要素）
•深爪の習慣
•ハイヒールなどの靴による圧迫
•スポーツ（母趾に急激な重力がかかるもの）
•肥満や妊娠による急激な体重増加
•悪路での無理な長時間歩行
•爪水虫（爪白癬）← 初診時に検査
•自己判断での誤った処置原因の除去

Kazuma Takeuchi
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こんなまま放置の足や爪（1）

Kazuma Takeuchi
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こんなまま放置の足や爪（3）

冷えピタシート

魔女だ〜

？？？
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その他の足の病気

蜂か織炎

乾燥・亀裂

外傷から慢性創傷

低温熱傷
（ゲルマニウム）

靴擦れ

Kazuma Takeuchi

98歳 女性、
閉塞性動脈硬化症(ABI 0.4)、糖尿病なし、認知症あり

初診時

感染コントロール
（抗生剤併用）

約2ヶ月

乾燥管理（外用剤）
部分的デブリートメント

高齢者に対する低侵襲的な管理も非常に重要！
症例呈示

外科的治療だけでなく、治療選択の幅を持つ必要がある

すべての症例で血流改善出来るわけではありません
第2回「誠愛院内勉強会」2015.5.26

Kazuma Takeuchi

＊皮膚剥離刺激が少ない（包交時の疼痛が少ない）
＊浸軟のコントロールが容易

DM（A1c 7.0%）
＋blue toe症候群（コレステロール塞栓症）

創傷被覆剤（メンリッケ社 メピレックス トランスファー）
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Kazuma Takeuchi

足の静脈・リンパの病気

下肢静脈瘤

リンパ浮腫

血栓性静脈炎

深部静脈血栓症 静脈うっ滞性潰瘍

第2回「誠愛院内勉強会」2015.5.26



Kazuma Takeuchi

下肢静脈瘤 血管内焼灼術（ラジオ波治療）
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Kazuma Takeuchi
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1）足の病気いろいろ

2）病院での足病（フットケア）診療について

3）啓発活動のお話（NPO法人足もと健康サポートねっと）

＜本日の内容＞

Kazuma Takeuchi
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糖尿病科

予防 治療

一般総合病院 各科のフットケアでの役割一般総合病院 各科のフットケアでの役割

フットケア
ナース

透析センター

皮膚科

形成外科

整形外科

心臓・血管外科

循環器科

大変なのでチームで診ましょう・・・

Kazuma Takeuchi

糖尿病科

予防 治療

那珂川病院 各科のフットケアでの役割那珂川病院 各科のフットケアでの役割

フットケア
ナース

透析センター

皮膚科

形成外科

整形外科

血管外科

循環器科

自分にできる最大限可能な診療を行う

大変なのでチームで診ましょう・・・

第2回「誠愛院内勉強会」2015.5.26



Kazuma Takeuchi

治療方針に困った・・・と悩んだ時

フットケアのMy引き出し

治療方法の選択（ツール）は多いに越したことがない
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Kazuma Takeuchi

フットケアの引き出し

生活習慣病管理（循環管理・全身管理）

創傷管理

高気圧酸素療法

マゴット療法

血管管理・血流評価

インソール・靴処方
（靴店との連携）

爪病変
（巻き爪・陥入爪）

スキンケア

治療の選択肢は多い方が良い

胼胝処置

血管手術
（動脈系・静脈系）

植皮術

下肢切断術

漢方治療 しびれ・疼痛緩和

局所陰圧閉鎖療法
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Kazuma Takeuchi
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足病変に立ち向かうための私的フットケア診療

外科的治療：

血行再建術（バイパス術・血管内治療）
切断術（趾切断・下腿切断・大腿切断）・植皮術
デブリートマン、マゴット療法
その他 小外科手術（爪病変）・処置（創傷管理）
下肢静脈瘤手術 など

内科的治療： 循環器科診療

その他： フットウェア外来

自分にできる最大限可能な診療を行う

他院へ紹介

Kazuma Takeuchi

那珂川病院（南区向新町） 162床
月曜日 9:00〜17:00（予約制）
水曜日 13:00〜18:00（予約制）
木曜日 9:00〜17:00（予約制）フットケア看護外来

長尾病院（城南区樋井川） 121床
金曜日 9:30〜17:00（予約制）
（第二・四・五週のみ）

福岡赤十字病院（南区大楠）511床
金曜日 9:30〜17:00（予約制）
（第一・三週のみ）

フットケア外来について

＊月曜日と金曜日は義肢装具士も在院してフットウエア外来も同
時に行っている。

常勤先

第2回「誠愛院内勉強会」2015.5.26
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＜対象患者＞
（糖尿病の有無を問わず）

足のトラブルを抱えている方すべて
＋循環器疾患

那珂川病院 フットケア外来
月曜日 9:00〜17:00（予約制） 足病変 約50名
水曜日 13:00〜18:00（予約制） 足病変 約25名
木曜日 9:00〜17:00（予約制）フットケア看護外来 約10-15名

(金曜日 9:00〜17:00（予約制） 足病変 約20-35名)

＊看護スタッフ2-3名（フットケア専任）で担当

常勤先
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希望者は随時、見学可能です
Kazuma Takeuchi

フットケア外来中糖尿病患者の内訳

1

2看護外来
２５５件

DM保有
１２２件

1

2インソール外来
127件

DM保有
１０件

1

2
フットケア一般外来
１３５９件

DM保有
２８５件

DM患者件数は全体の26%

第2回下肢救済足病学会九州地方会（2013.10.5） 嘉数佳代子・竹内一馬 他

2013年1月から6月までの上半期のフットケア外来受診件数は1741件
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Kazuma Takeuchi
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診察室では足（脚）は診ない！！（効率化）

ABI

処置カート カーテン

机 机机机机机

外来待合室

医師導線

足病患者導線

循環器患者導線

診察室 救急処置室

53 42

初診も最初からベットコーナーで診察

プリンター

治療経過説明

処置カート

外来 診察風景

いす

看護師によるチェック・指導

看護師教育にも活用

糖尿病の療養指導2011から Kazuma Takeuchi
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那珂川病院 フットケア専用診察室
俗称：かかずの間
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初診 4ヶ月後

9ヶ月後

12ヶ月後

60歳代 女性
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こんなまま放置の足や爪（1）

Kazuma Takeuchi
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初診時
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Kazuma Takeuchi

＊皮膚剥離刺激が少ない（包交時の疼痛が少ない）
＊浸軟のコントロールが容易

DM（A1c 7.0%）
＋blue toe症候群（コレステロール塞栓症）

創傷被覆剤（メンリッケ社 メピレックス トランスファー）
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Kazuma Takeuchi

社会的不安の軽減

•ソーシャルワーカー：退院後の介護支援など
•臨床心理士：心理的サポート
•義肢装具士：義足作製・調整 社会復帰支援
•理学療法士：早期リハビリテーション

• ちゃんと歩けるようになるんだろうか？

• また、以前通りに働けるんだろうか？

• 残った足（健常側の足）は大丈夫だろうか？

重要

上記の職種との連携も大切である

第2回「誠愛院内勉強会」2015.5.26

Kazuma Takeuchi

フットウェア需要増加の要因

• 高齢者の増加

• 糖尿病患者の増加

• 医療者の下肢を救済しよう（切断を回避する）とい
う意識の高まり

第2回「誠愛院内勉強会」2015.5.26

Kazuma Takeuchi
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靴・インソール外来

知識と技術のある義肢装具士・靴店と連携して
「患者さんに適切かつ履いていただける靴やインソール
を選ぶ」こと、費用的負担も考慮すること
そして継続チェックを欠かさないこと

整形外科医

足の状態によっては療養費払い可能



Kazuma Takeuchi
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これもフットケア（生物学的治療）

• 文句を言わない
• 24時間だまって働く
• 安い賃金

最小の外科医が登場

僕は虫は大嫌いですが・・・治療の選択肢を多く持つことも必要

マゴット療法（ウジ虫療法）

頼もしいパートナー

覚えて帰ってください

適応：難治性潰瘍

Kazuma Takeuchi
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適応と禁忌

＜適応＞

難治性潰瘍（糖尿病性・静脈性など・・・）

＜禁忌＞

ウジ虫で治療なんて死んでもイヤだという方
（施行医側も含む）

Kazuma Takeuchi
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長所 短所

•副作用が少ない

•麻酔を必要とせず、

疼痛が少ない

•他の治療と併用可能

•禁忌がない

•保険適応とならない

•効果がでない症例もある

マゴット療法の長所・短所

Kazuma Takeuchi
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長所 短所

•副作用が少ない

•麻酔を必要とせず、

疼痛が少ない

•他の治療と併用可能

•禁忌がない

•保険適応とならない

•効果がでない症例もある

マゴット療法の長所・短所

普及できない原因の一つ



Kazuma Takeuchi
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Kazuma Takeuchi
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マゴット療法（2クール目開始）

Kazuma Takeuchi
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症例提示

Kazuma Takeuchi
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（2012.7.24）（2012.4.16）

マゴット療法（100匹）8クール（39日間）

VAC療法 28日間

治癒

高気圧酸素療法

外来管理



Kazuma Takeuchi

• 前医で見つかっていなかった胃癌を発見 → 胃幽門側切除術
• 反対側も治癒遅延 → マゴット療法 → VAC療法
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Kazuma Takeuchi
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1）足の病気いろいろ

2）病院での足病（フットケア）診療について

3）啓発活動のお話（NPO法人足もと健康サポートねっと）

＜本日の内容＞

Kazuma Takeuchi
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治療と予防 どちらが重要？

治療と予防は両輪です

病院ができること

治療＞予防

病院外でできること

ケアや予防

さらには啓発も重要

Kazuma Takeuchi

今までの取り組み

もっと靴屋さんや義肢装具士さんと医師を含めた医療関係者
が地域密着型で一緒になって足の重要性や楽しく歩き健康に
なることを地道に啓発していきたい

（1）高齢化社会における寝たきり老人をひとりでも減らせる
（2）糖尿病を含めた生活習慣病の発症予防や悪化を防げる
（3）病気による切断肢を減らせる

（4）医療費の削減につながる

「NPO 福岡足ネットワークプロジェクト（仮称）」の創設を準備

病院・医師・看護師・介護職
だけではダメ！

装具士さん・靴屋さん
・フットケアサロン
だけではダメ！

第2回「誠愛院内勉強会」2015.5.26



Kazuma Takeuchi

「NPO法人 足もと健康サポートねっと」

公式ホームページ

http://ashimotokenko.com/
Facebook（フェイスブック）

お時間があれば、検索してみてください
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Kazuma Takeuchi

イベント時のアンケート調査結果
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Kazuma Takeuchi

お客様にしても、医療関係者にしても私がよく耳にした言葉が
「ああ、今日ここに来て良かった」という言葉です。
これだけでもかなりの収穫であると思いました。

ブースに立ち寄ったお客様からの声として、
足のトラブルで困ったときにどこに行けば良いのかわからない、
医療機関に行っても足のことは医師があまり真剣に見てくれない
等のご意見も多くいただきました。

参加スタッフの終了後の感想

これは、4-5年連続の感想ですが

現在の足診療の問題点でもあります
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Kazuma Takeuchi

これらの足難民の方々を地域で救わなければなりません

イベント来場者アンケート

博多阪急 フットケアイベント2012のアンケートより

77%がNo!!

福岡市介護実習普及センター フットケアイベント2013のアンケートより

72%がNo!!

第2回「誠愛院内勉強会」2015.5.26



Kazuma Takeuchi

何とかせねばなりません

深刻な問題です・・・

第2回「誠愛院内勉強会」2015.5.26

Kazuma Takeuchi
フットケアの領域は広い！！

イベント来場者アンケート

福岡市介護実習普及センター フットケアイベント2013のアンケートより
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Kazuma Takeuchi

1）足だけ見るのではなく患者さんを診ること（全身疾患が潜んでいます！）

2）1肢でも切断肢を減らそうとする情熱を持つこと

3）しかし、切断回避だけにこだわらず生活の質の向上を目指すこと
（根気は必要だが、だらだら治療しない）

4）患者さん・家族・医療従事者に対して治療・フットケアの
啓発活動を積極的に行うこと

足を診る医師として必要なこと
第2回「誠愛院内勉強会」2015.5.26

Kazuma Takeuchi

第2回「誠愛院内勉強会」2015.5.26



Kazuma Takeuchi
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本日のメッセージ

医師だけでは救肢医療・足病・フットケア診療はできません

病院の理解・看護・理学療法・介護スタッフなどが一緒となり
患者さんを診ていくことが重要です！

やる気や技術が活かせる楽しいフットケアの世界！！

これからも皆さんと一緒にがんばりたいと思います。

まだ興味の無いドクターを楽しく巻き込んでください。

Kazuma Takeuchi

フットケアチーム（病院） 成功のコツ

1) 関わっている診療科・他職種で喜びと辛さを共有する

2) 関係者の個々を尊重する

3) すべてのことは、ゲートキーパーの医師が責任を持つ

4) それぞれの病院に合ったチーム作りを行う

5) いいエネルギー（熱意）をもって人を巻き込む

6) 「足病（フットケア）診療って楽しい・有り難い」と言う
ことをスタッフみんなが身をもって体験する
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Kazuma Takeuchi
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ご案内

2015.6.19（金）-20（土）

福岡国際会議場にて

規模：約20000人

講演は個別申し込みが必要です

入場無料！

詳細はHPをご覧下さい！！

http://www.12thams.com/
Kazuma Takeuchi

募集開始しています！！演題登録お願いします！！

2015年9月26日（土曜日）

＜特別講演＞
「皆が知りたい保存的治療の極意
～その処置、習慣だけで
やっていませんか？～｣

講師：中西健史
（滋賀医科大学 皮膚科学講座）

メディカルスタッフセミナーI
「フットケア・爪のケア」（仮）
講師：柚之原かおり（ペディ長崎）

メディカルスタッフセミナーII
「靴とインソールについて」（仮）
講師：須﨑雄祐（(有)クラトミ）
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